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むつ市議会第１５８回臨時会会議録 第１号

令和２年５月１５日（金曜日）午前１０時開会・開議議事日程 第１号

◎諸般の報告

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

第３ 行政報告

【議案一括上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第４ 議案第29号 むつ市長の期末手当の特例に関する条例

第５ 議案第30号 むつ市税条例の一部を改正する条例

第６ 議案第31号 令和２年度むつ市一般会計補正予算

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開会及び開議の宣告

午前１０時００分 開会・開議

〇議長（大瀧次男） ただいまからむつ市議会第

158回臨時会を開会いたします。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

これから本日の会議を開きます。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

まず初めに、地方自治法第121条第１項に基づ

く今臨時会への説明員の出席者については、お手

元に配布の名簿のとおりであります。

次に、本日この後、新型コロナウイルス感染症

に係る市の対応について、市長から行政報告があ

りますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は、議事日程第１

号により議事を進めます。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 会議録署名議員の

指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第89条の規定によ

り、４番東健而議員及び12番住吉年広議員を指名

いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第２ 会期の決定

を議題といたします。

お諮りいたします。本臨時会の会期は本日１日

。 。としたいと思います これにご異議ありませんか

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、会期は本日１日と決定いたしました。

◎日程第３ 行政報告

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第３ 行政報告を

行います。

市長から報告を求めます。市長。

〇市長（宮下宗一郎） 皆さん、おはようございま

す。４月30日開会のむつ市議会第157回臨時会に

おいて行った行政報告以降、国が発出した緊急事

態宣言の延長及びこれを受けた青森県知事の要請

を踏まえ、市の取組についてご報告させていただ

きます。

まず、５月４日、安倍内閣総理大臣は、４月７

日に宣言いたしました緊急事態措置の実施期間

を、５月31日まで延長することといたしました。

延長期間中については、13の特定警戒都道府県

では、引き続き、極力８割の接触制限を念頭に置

いたこれまでと同様の取組を継続する必要がある

ものの、青森県を含むそれ以外の県では、感染防

止対策の徹底を前提に社会経済活動の再開に向

け、施設の使用制限の要請等の解除や緩和を検討

することとされております。

さらに、この感染症対策が長期間に及ぶことを

見据え、国は 「新しい生活様式」の実践例とし、

て 「一人ひとりの基本的感染対策 「日常生活、 」、

を営む上での基本的生活様式 「日常生活の各」、

場面別の生活様式」及び「働き方の新しいスタイ

ル」を提示し、今後、業態ごとに専門家の協力を

受けながら事業活動を本格化するための感染予防

策のガイドラインを策定することとしておりま
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す。

これらを受け、５月５日、三村青森県知事は、

新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく県

民に対する不要不急の外出自粛要請及び事業者に

対する休業要請の終了、５月７日からの休業要請

に係る協力金の申請受付開始及び県立高等学校の

再開という方針を示しました。

また、地域経済と県民生活への影響を最小限に

留める観点から 新たな緊急事態措置として 人、 、「

混みを避ける 「人との適切な距離を保つ」な」、

ど、日常生活に「ソーシャルディスタンシング」

の考え方を取り入れることについて県民に協力要

請をするほか、今後の取組として、イベント、会

議、スポーツなど、あらゆる場面における「３つ

の密」を避けることの徹底、休業要請の終了を踏

まえ営業等を行う際の適切な感染防止対策につい

て改めて協力要請がなされております。

その後、５月14日、安倍内閣総理大臣は、感染

の状況、医療提供体制及び監視体制を解除の判断

基準とし、感染拡大に一定の歯止めがかかってい

るとして、北海道、東京都等の８都道府県を除く

39県における緊急事態宣言を解除することといた

しました。

この会見の中で、安倍内閣総理大臣は 「少し、

ずつ、段階的に」日常を取り戻すこと、テレワー

「 」 、クの普及を受け 前向きな変化を 継続すること

そして「ウイルスへの警戒を」怠らないことの３

つのお願いを改めて国民に呼びかけたところであ

ります。

今後については 「緊急事態措置の対象から外、

れた地域でも感染拡大への警戒を継続すべきだ」

として、感染状況に応じて、都道府県を、これま

であった「特定警戒都道府県」に「感染拡大注意

都道府県」と「感染観察都道府県」を加えた３つ

に分類し、感染対策などを提言することとなりま

した。

三村青森県知事は、14日の緊急事態宣言の解除

を受け、引き続き、新型コロナウイルス感染症の

動向に細心の注意を払い、緊張感を持って取り組

んでいく一方、従前の「人混みを避ける 「人」、

との適切な距離を保つ」などのソーシャルディス

タンシングの取組等について改めてお願いをした

ところであります。

以上を踏まえ 「むつ市の基本的対処方針」を、

始め、４月30日以降における 「特別定額給付金、

の給付状況 並びにこの危機突破の柱となる 予」、 「

防医療対策 「経済対策」及び「学校保育対策」」、

に係る「むつ市感染症危機突破プロジェクトチー

ム」の取組をご報告いたします。

まず、むつ市の基本的対処方針についてご報告

いたします。

むつ市の基本的対処方針は、新型コロナウイル

ス感染症に対する対応が長期間に及ぶことを前提

とし、緊急事態宣言が解除される地域にあっても

持続的な対策が必要になるとして、人と人との距

離の確保、マスクの着用及び手洗いの「感染防止

の３つの基本」を始め、公共交通機関の利用等の

「移動に関する感染対策 、買い物、娯楽等に係」

る「３つの密」の回避、テレワーク、ローテーシ

ョン勤務、オンライン会議等「新しい働き方 、」

これら全てを標榜する「新しい生活様式」への転

換といたします。

、 「 」こうした取組が この閉塞感を打破する 戦略

となり、感染拡大リスクの低減と社会経済活動の

維持に貢献することで、平和な日常のむつ市を取

り戻す第一歩になるものと確信しております。

特に、市が独自に取り組む市内各事業者を対象

とする保健衛生指導は、市民の皆様を安心な日常

へと導き、経済活動の安定確保に結びつくものと

認識しておりますので、市民の皆様の一層のご協

力をお願いいたします。

今後も、国が提唱する「新しい生活様式」への
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転換を図るため、明確な戦略を持って、取り組ん

でまいりますのでご理解を賜りたいと存じます。

次に、国の全国一律10万円の給付となる特別定

額給付金の給付状況についてご報告いたします。

４月30日には単身世帯分１万3,084通を、５月

８日には複数世帯分１万5,572通を発送し、全世

帯分２万8,656通の発送を終えております。

また、５月１日から申請受付を開始し、本日ま

でに、3,059世帯、3,732人分、金額にして３億

7,320万円の給付を完了しております。

今後、申請件数が増大する見込みでありますこ

とから、職員23人体制で昼夜を分かたず対応し、

万全の体制で臨み、迅速な給付に努めてまいりま

す。

続きまして、予防医療対策について、ご報告い

たします。

まず、大型店舗における感染症予防対策の要請

活動についてご報告いたします。

これは、スーパー、ドラッグストアなど、生活

に必要な物資を販売する店舗において実施したも

のであります。

これらの施設は、多くの利用客が訪れ、感染症

拡大のきっかけになることが懸念されることか

ら、店舗内の衛生環境について、まずは一定の基

準の下に安全を構築することが必要であるためで

あります。これを実現するため、市と事業者がと

もに確認し、お客様に安心をお届けすることを目

的としております。これは 「むつ市新型インフ、

ルエンザ等対策行動計画」に基づき実施したもの

であります。

今回は、市内40店舗を巡回し 「新型コロナウ、

イルス感染症における御協力リスト」により、各

店舗の実施状況を把握し、助言等をさせていただ

き、引き続きの予防対策実施を要請したところで

あります。

訪問させていただいた店舗には、新型コロナウ

イルス感染症の拡大防止対策を行っている店舗で

ある旨を周知するためのプレートや消毒用の次亜

塩素酸ナトリウムを配布するとともに、市民の皆

様に向けた感染予防対策啓発のポスター掲示を依

頼いたしました。

次に、むつ総合病院の新型感染症外来の設置に

ついてご報告いたします。

むつ総合病院では、新型コロナウイルス感染症

の疑いのある方と一般の方を分けて診察し、感染

拡大の防止を目的として、プレハブの新型感染症

外来を設置し、５月11日から運用を始めておりま

す。

完全予約制となっており、むつ総合病院を予約

する前に、必ず、むつ保健所の帰国者・接触者相

談センターに相談することが条件となります。

診察は、小児と成人に分けて実施され、ＰＣＲ

検査については、医師が実施するかどうか判断す

ることになります。

次に、公共施設の利用の一部再開についてご報

告いたします。

感染拡大防止の観点から、休止としておりまし

た95施設のうち、５月11日からは地区公民館、ま

ちの駅かわうち、心身障害者ふれあいの家など

38施設を、５月13日からは早掛沼公園と水源地公

、 、 、園を再開し ５月16日からは中央公民館 図書館

海老川コミュニティセンターなど11施設、５月

18日からはウェルネスパーク、むつ運動公園、大

畑中央公園など18施設の利用を再開することとし

ております。

なお、むつ来さまい館、老人福祉センター、ふ

れあい温泉川内など25施設は、新型コロナウイル

ス感染状況の推移をもうしばらく注視していく必

要があり、引き続き当面休止といたしますので、

ご理解とご協力をお願いいたします。

対策の柱の２点目、経済対策についてお伝えい

たします。
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まず、むつ市緊急経済対策についてご報告いた

します。

去る５月５日、総合的な対策として、13事業、

総額11億円に上るむつ市緊急経済対策を発表させ

ていただきました。当市としては、史上空前規模

の給付型の予算であり、事業者支援として６事業

で５億1,000万円、子どもみらい支援として３事

業で１億9,000万円、全市民生活支援として４事

業で３億8,000万円、事務費として2,000万円を見

込んでおります。

この緊急経済対策につきましては、議会におき

まして関係予算案をご審議いただいた上で、各施

策を迅速に進めてまいりたいと考えております。

はじめに、事業者支援についてでありますが、

一つ目は 「緊急支援給付金事業」であります。、

これは、業績が悪化している飲食店や宿泊業など

の７業種を対象として一律30万円を給付するもの

であります。対象となる事業者数は約1,000社と

、 。想定しており 予算額は３億円となっております

実施時期につきましては、今月中の給付開始を目

指して迅速に取り組みたいと考えております。

二つ目は 「飲食店家賃補助」であります。こ、

れは、約300店の飲食店を対象に、家賃３か月分

の８割、最大30万円を助成するもので、予算額は

4,500万円を見込んでおります。実施時期につき

ましては、６月中の申請受付開始を目指しており

ます。

三つ目は 「宿泊業支援事業」であります。こ、

れは、ホテル、旅館、民宿など宿泊業約50社に対

し、事業用固定資産税の８割を納税後に給付する

もので、予算額は１億円を見込んでおります。実

施時期につきましては、納税通知書を発送する６

月以降にお知らせしたいと考えております。

四つ目は 「非正規雇用労働者支援事業」であ、

ります。これは、本年３月から５月までの間に収

入が激減した労働者で雇用調整助成金の対象とな

らない労働者一人に対し、５万円を雇用事業所に

給付するもので、１事業所当たり３人分となる

15万円を限度として給付いたします。対象となる

労働者数を1,000名と想定しており、予算額は

5,000万円を見込んでおります。実施時期につき

ましては、６月中の申請受付開始を目指しており

ます。

五つ目は 「衛生管理応援事業」であります。、

これは、店舗の衛生管理を市の保健師が確認させ

ていただき、市民の皆様が安心して来店できるよ

うな衛生指導等を行うもので、予算額は100万円

を見込んでおります。衛生指導につきましては、

飲食業、理美容業などの店舗を対象に活動してい

く予定としております。

六つ目は 「むつ市中小企業小口資金特別保証、

制度の特別枠」であります。これは、300万円ま

での融資について利子と保証料の全額を市が負担

することで、中小企業及び個人事業者の皆様の事

業の維持継続に必要な緊急の資金繰りを支援する

、 。ため ４月30日に事業を開始したものであります

、 、次に 子どもみらい支援についてでありますが

、「 」 。一つ目は 子どもみらい応援事業 であります

これは、児童手当を受給する世帯に対し、その対

象児童一人当たり１万円を支給する国の子育て世

帯への臨時特別給付金に、１万円を上乗せして給

付するもので、対象者は約7,000人、予算額は

7,000万円を見込んでおります。実施時期につき

ましては、６月上旬の給付を目指しております。

、「 」 。二つ目は 奨学生緊急支援事業 であります

これは、現在市の奨学金の貸与を受けている学生

の生活支援を目的として、大学生や専門学校生に

、 。年間36万円 高校生には18万円を給付いたします

また、現在奨学金の貸与を受けていない学生につ

きましても、所得要件等を設けず、新たに奨学金

と同額を貸与いたします。本事業により約300人

の学生の支援を見込んでおり、予算額は１億円を
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見込んでおります。実施時期につきましては、６

月中の申請受付開始を目指しております。

三つ目は 「むつ市のうまい！仕送り事業」で、

あります。これは、大学、短大、専門学校等に就

、 、学中の学生に対し 市の特産品を送付するもので

市内在住の保護者等の申し出を受けて市が約

5,000円の特産品を３回に渡り送付することとし

ており、1,200人程度の学生が対象となることか

ら予算額は1,800万円を見込んでおります。実施

、 。時期につきましては ７月以降と考えております

次に、全市民生活支援についてでありますが、

一つ目は 「マスク配布事業」であります。これ、

は、市民の皆様一人に一枚、洗って使える布マス

クを配布するもので、予算額は2,500万円を見込

んでおります。実施時期につきましては、６月上

旬を目指し各世帯に配布したいと考えておりま

す。

二つ目は 「ステイホーム応援事業」でありま、

す。これは、全世帯に市指定ごみ袋30枚を配布す

るもので、予算額は3,500万円を見込んでおり、

実施時期につきましては、６月以降と考えており

ます。

三つ目は 「水道料金の減額」であります。こ、

れは、６月及び７月検針分の基本料金を無料とす

るもので、対象は水道契約をしている世帯及び事

業所など約２万5,000件を想定しており、予算額

は１億円を見込んでおります。

四つ目は 「プレミアム商品券事業」でありま、

す。これは、１万円で１万2,000円分の商品券を

10万セット、12億円分の市内共通商品券を販売す

るもので、予算額は事務費を加えて２億2,000万

円を見込んでおります。実施時期といたしまして

は、調整中ではありますが７月頃を目指したいと

考えております。

これらの経済対策を総括し、財源といたしまし

ては、収入の確保として、国庫支出金であります

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金２億6,821万4,000円を見込んでおります。

また、県支出金として新型コロナウイルス感染

症対応地域経済対策事業費補助金1,500万円を見

込んでおります。

次に、市の財源といたしましては、財政調整基

金から２億円、むつ市地域振興基金から２億円、

むつ市育英基金から１億円を繰り入れることとし

ております。また、水道料金の減額の財源といた

しましては、水道事業会計の利益積立金及び今年

度見込まれる純利益から１億円を充当することと

しております。

歳出の削減といたしましては、市議会議員の皆

様からご提案いただきました市議会議員期末手当

の減額分として220万円を削減するほか、事業中

止や延期等により7,819万8,000円、国民健康保険

特別会計への繰出金の減額により3,000万円、下

北地域広域行政事務組合における事業の中止等に

より1,250万円、むつ総合病院への債務負担行為

履行の留保として１億円、そして、私の期末手当

157万円を削減いたしまして、合計約11億円の財

源を確保いたします。

なお、国民健康保険特別会計への繰出金の減額

につきましては、国民健康保険税額に影響はあり

ません。

また、むつ総合病院への債務負担行為につきま

しては、令和２年度の決算状況により可能な限り

履行してまいりたいと考えております。

以上がむつ市緊急経済対策の概要であります

が、かつて経験したことのない未知のウイルスと

の戦いによる緊急事態を市民の皆様と一緒に乗り

越えたいとの強い決意で編成したところでござい

ます。１日でも早く市民の皆様、事業者の皆様を

支援したいと考えておりますので、ご理解とご協

力をお願い申し上げます。

対策の柱の３点目、学校保育対策についてお伝
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えいたします。

まず、小・中学校の休校の延長についてご報告

いたします。

５月１日に 国の専門家会議により示された 新、 「

型コロナウイルス感染症対策の現状を踏まえた学

校教育活動に関する提言」では 「学校における、

感染及びその拡大のリスクを可能な限り低減しつ

つ段階的に実施可能な教育活動を開始し、その評

価をしながら再開に向けての取組を進めていくと

いう考えが重要」とされており、５月４日には緊

急事態宣言が延長されたところであります。

これらを受け、市といたしましては、５月５日

開催の第19回むつ市新型コロナウイルス感染症対

策本部会議において、市の保健師による市内小・

中学校の巡回保健指導を実施し 「学校生活にお、

ける集団感染のリスク対応について 「学校給」、

食について 部活動について など ７項目34点」、「 」 、

についての感染予防に係る状況確認と助言・指導

を行い、万全の体制で学校再開に臨むため、５月

17日まで休校を延長することと決定し、５月18日

からの学校再開に向けて準備を進めているところ

であります。

また、今般の休校措置に係る授業日数の確保に

つきましては、夏休みを短縮するなどにより、児

童生徒の学習機会の保障に努めてまいります。

次に、幼稚園・保育園・なかよし会等について

ご報告いたします。

幼稚園については、４月21日から５月６日まで

の間、休園及び預かり保育に限定し実施しており

ましたが、５月７日からは、各園でそれぞれ開園

時間の短縮等により段階的に再開に向けて取り組

んでいるところであり、この間、子どもたちが元

気に登園できる環境を整える準備期間として、学

校と同様に６項目27点について、市の保健師によ

る衛生面の確認と助言など、感染症対策を講じた

上で、５月18日の学校再開に合わせて再開するこ

ととしております。

保育園については、４月21日から５月６日まで

の間、登園の自粛要請を行っておりましたが、全

ての園で登園時の検温等、徹底した対策が講じら

れていると認識しておりますので、５月７日から

は通常の保育を実施しております。

なかよし会については、小中学校が休校中の５

月17日までの間、対象児童を原則小学校１年生及

、 、び２年生とし 規模を縮小し開設しておりますが

やむを得ない事情がある場合は３年生及び４年生

についても受入れしております。

小中学校の再開後につきましては、通常開設と

なった場合、運営上密集する環境を回避すること

が難しいことから、３つの密を低減するため、当

分の間、対象児童を原則小学校１年生及び２年生

とし、やむを得ない事情がある場合には３年生か

ら６年生までについても受け入れることとしてお

ります。このことにつきましては、５月７日に保

護者の皆様にお知らせしているところでありま

す。

小学校の臨時預かりにつきましては、休校の延

長に合わせて開設しております。

次に、スポーツ少年団の活動再開についてご報

告いたします。

スポーツ少年団の活動再開については、小中学

校の再開にあわせて５月18日から自粛解除といた

します。

また、小中学校用の感染症対策チェックリスト

をスポーツ少年団用に変更し、保健指導に係るチ

ェックリストの項目を遵守した上で活動を再開す

ることとしております。

以上、新型コロナウイルス感染症に係る市の対

応について報告させていただきます。

今後も感染の動向を注視しながら、国及び県の

方針等に基づき、市民の皆様の安全と健康、そし

て日々の生活を守るため、速やかに対策を講じて
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まいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） これより質疑を行います。

ただいまの報告に対し 質疑ありませんか 14番、 。

濵田栄子議員。

〇14番（濵田栄子） 教育についてちょっとお聞き

いたします。

学校が大分休みになって、子供たちの学力も落

ちているのではないかなというのが父兄のご心配

だと思うのですけれども、タブレットについては

配布状況というのはどういうふうになっています

でしょうか。また、今後の見通し等、お知らせく

ださい。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） ご質疑にお答えいたしま

す。

タブレットの配布状況ということでございます

けれども、現在のところ、各学校については視聴

覚教室などに配布されているというふうに認識し

ております。

また、文部科学省のほうでは、昨年度また今年

度の補正予算でＧＩＧＡスクールの推進を進めて

いる段でおりますけれども、そのことについては

現在教育委員会のほうで検討している最中ですの

で、ご理解賜りますようお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 14番。

（ ） 、 、〇14番 濵田栄子 私は これまでの議会の中で

今年度小・中学校の子供たち、１人１台タブレッ

トを配布するというような認識を持っていたので

すけれども、それはちょっと間違いだったのでし

ょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

１人１台のタブレットというのは、これは今年

度文部科学省のほうで補正予算が編成されて、そ

の後私たちとして整備すると、そこでＧＩＧＡス

クール構想というのを実現するということで、議

会ではお知らせをしていたところであります。

ただ、こうした中で、そもそもそういったタブ

レットを整備するということでの予算編成が、今

現状、文部科学省のほうで行われておりませんの

で、我々のほうではこれについてはまだないとい

うことで理解していただきたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 14番。

（ ） 。〇14番 濵田栄子 状況については分かりました

ただ、例えば他の、報道等を見ますと、オンライ

ン学習等をされているところもあるようですの

で、やはりその点に対しては気を置くことなく進

めていただきたいなと思います。

終わります。

〇議長（大瀧次男） ほかに質疑ありませんか。２

番工藤祥子議員。

〇２番（工藤祥子） 今歳出の削減ということで、

事業中止や延期等により七千何がしのお金が計上

されていますけれども、その中身、どのようなも

のが中止されて、どのようなものが延期されたと

いうのを、主なものを教えてください。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（ ） 。〇市長 宮下宗一郎 今回の議案ではありません

６月の議会に提案させていただきます。そのとき

に、十分に皆さんと議論させていただきたいと存

じます。

〇議長 大瀧次男 ほかに質疑ありませんか 18番（ ） 。

原田敏匡議員。

〇18番（原田敏匡） １点だけ質疑いたします。

３項目めの公共施設の一部再開ですが、公共施

設の中に指定管理者を含む公共施設の部分がござ

います。指定管理者は一部営業を自粛しておりま

すが、その中に自主事業分等含まれていることと

思います。その辺りの売上げの補償だったり、指

定管理料の考え方を現段階で市がどのように考え

ているのか、お知らせ願います。

〇議長（大瀧次男） 市長。
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〇市長（宮下宗一郎） 指定管理者の指定管理料に

ついての考え方については、これから個別に協議

を進めさせていただきたいと思いますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） これで質疑を終わります。

以上で行政報告を終わります。

◎日程第４～日程第６ 議案一括上程、

提案理由説明、質疑、討論、採決

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第４ 議案第29号

むつ市長の期末手当の特例に関する条例から日程

第６ 議案第31号 令和２年度むつ市一般会計補

正予算までの３件を一括議題といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

〇市長（宮下宗一郎） ただいま上程されました３

議案について、提案理由及び内容の概要をご説明

申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じます。

はじめに、議案第29号 むつ市長の期末手当の

、 、特例に関する条例についてでありますが 本案は

本年６月における市長の期末手当を支給しないこ

ととするためのものであります。

次に、議案第30号 むつ市税条例の一部を改正

する条例についてでありますが、本案は、地方税

法等の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感染

症の影響を受けた事業者等に対し、徴収猶予の特

例措置を講ずる等のためのものであります。

次に、議案第31号 令和２年度むつ市一般会計

補正予算についてでありますが、本案は、新型コ

ロナウイルス感染症対策に係る４億6,611万

6,000円の増額補正でありまして、これにより補

正後の歳入歳出予算総額は 425億1,100万7,000円、

となります。

、 、 、まず 歳出についてでありますが 民生費には

子育て世帯の生活支援として、児童手当を受給す

る世帯に対し、その対象児童一人当たり１万円を

支給するための子育て世帯への臨時特別給付金事

業費を計上しておりますほか、市独自の支援とし

て、それに１万円を上乗せし支給するための子ど

もみらい応援事業費を計上しております。

衛生費には、全市民生活支援として、市民の皆

様に対し、洗って使える布マスクを一人一枚配布

するためのマスク配布事業費を計上しておりま

す。

商工費には、事業者への経済支援として、飲食

業や宿泊業などの７業種の事業者に対し、一律

30万円を給付するための緊急支援給付金事業費を

計上しております。

次に、歳入についてでありますが、国庫支出金

には歳出との関連において補助見込額を計上して

おりますほか、繰入金では補正財源を調整するた

め、財政調整基金を取り崩しております。

以上をもちまして、上程されました３議案につ

いて、その大要を申し上げましたが、細部につき

ましては、議事の進行に伴いましてご質問により

詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（大瀧次男） これで提案理由の説明を終わ

ります。

ただいま上程されました議案については、この

後質疑、討論、採決を行いますが、ここで議事整

、 。理のため 午前10時50分まで暫時休憩いたします

午前１０時３３分 休憩

午前１０時５０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

これより質疑、討論、採決を行います。

先ほど一括議題といたしました３議案について
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は、それぞれ区分して質疑等を行いますので、ご

了承願います。

◇議案第２９号

〇議長（大瀧次男） まず、議案第29号 むつ市長

の期末手当の特例に関する条例に対し、質疑に入

ります。

質疑の通告がありますので、順次発言を許可し

ます。まず、７番斉藤孝昭議員。

〇７番（斉藤孝昭） 議案第29号 むつ市長の期末

手当の特例に関する条例について質疑をさせてい

ただきます。

市民の声は、宮下宗一郎市長、よくやっている

という声の一方で、ここまでしなくてもいいので

はないかというふうな声も聞かれます。

そこで、６月の市長の期末手当を支給しないと

いうふうな考えを持ったその背景にはどんなこと

があるのかをお知らせ願いたいと思います。

そして、この議案が可決することによって、特

別職または市の職員に与える影響、どのように考

えているのかお知らせ願います。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

今回の私自身のボーナスのカットというのは、

これは一政治家としての自分自身の判断でありま

す。したがいまして、職員に及ぶものではありま

せん。

このような判断をさせていただいたのは、市民

の皆様の多くが生活が苦しくなる中で、自分だけ

こうした形で頂くということにはならないという

ような自分の中での気持ちであります。

また、今回の新型コロナウイルス感染症対策、

これを不退転の決意で取り組むためにも必要なこ

とと判断をさせていただいたためでございます。

職員に関して言わせていただければ、感染症対

策で在宅勤務や分散勤務を命じられているにもか

かわらず、サービス水準を一定に保ち、また感染

症対策では前例のない大規模災害と等しい状況の

中で、昼夜を分かたず業務に精励しております。

したがって、財源対策という観点等から職員の給

与等について削減を行うということは一切考えて

、 。ございませんので ご理解を賜りたいと存じます

〇議長（大瀧次男） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、３番杉浦弘樹議員。

〇３番（杉浦弘樹） 議案第29号について質疑いた

します。

市長の期末手当を支給しないことにした理由に

ついてお伺いしたいのですが、ほかの自治体のほ

うでは特別職、副市長等の期末手当の削減等をや

っておりますが、なぜむつ市のほうでは今回これ

を行わないのか、お答え願いたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 先ほど答弁させていただい

たとおりでございます。

〇議長（大瀧次男） これで杉浦弘樹議員の質疑を

終わります。

次に、14番濵田栄子議員。

〇14番（濵田栄子） 私もまた、斉藤議員、杉浦議

員とほぼ同じ内容になりますけれども、私の観点

から質疑いたします。

先ほど新型コロナウイルス感染症に係る市の対

応についてということで、市長 「かつて経験し、

たことのない未知のウイルスとの戦いによる緊急

事態を市民の皆様と一緒に乗り越えたいとの強い

決意で編成したところでございます。１日でも早

く市民の皆様、事業者の皆様を支援したいと考え

ております」ということをご報告の中に話してお

られます。やはり先ほど斉藤議員、杉浦議員と同

じように、私は、数％でもいいので、庁舎の皆さ

んに協力していただいて、心をワンチーム、むつ

市一つの経済対策、今本当に市内の経済は厳しい
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ところですので、そういう議題は上がらなかった

のかということで、お聞きいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） そういうことを言うのは、

まずは自分から、政治家からやるべきだと私は考

えてございます。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） 議会としても15％削減という

のを最初に決めていましたので、ただ心を一つに

するという意味で、そういった統制の仕方という

のは考えなかったのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 私、大分恥ずかしくなって

きたのですが、大変申し訳ないのですけれども、

先ほど答弁したとおりでございます。

〇議長（大瀧次男） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第29号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第29号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第29号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第29号は原案のとおり可決されました。

◇議案第３０号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第30号 むつ市税

条例の一部を改正する条例に対し、質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第30号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第30号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第30号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第30号は原案のとおり可決されました。

◇議案第３１号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第31号 令和２年

度むつ市一般会計補正予算に対し、質疑に入りま

す。

質疑の通告がありますので、順次発言を許可し

ます。７番斉藤孝昭議員。

〇７番（斉藤孝昭） 議案第31号について質疑させ

ていただきます。
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行政報告でもありましたが、緊急支援対策、と

にかく早くということで、第１弾、このたび議案

、 、として上程されてきましたが 支給の対象者とか

あとは手続の方法、または完了までの流れ、公表

されていませんので、そのところについて、説明

できる範囲の中でお願いしたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 子どもみらい部長。

〇子どもみらい部長（菅原典子） 令和２年度子育

て世帯への臨時特別給付金及び子どもみらい応援

給付金についてお答えいたします。

事業内容といたしましては、児童手当を受給す

る世帯に対し、その対象児童１人当たり１万円の

臨時特別の一時金を支給する令和２年度子育て世

帯への臨時特別給付金に、市独自の支援として子

どもみらい応援給付金１万円を上乗せして支給す

るものです。

支給対象者は、令和２年４月分の児童手当の受

給者及び令和２年３月に中学を卒業した児童につ

いては、令和２年３月分の児童手当の受給者とな

ります。

手続は、既に登録済みの児童手当情報を活用す

るため、改めての申請は不要となります。個別通

知案内を送付後、市の定めた期限までに辞退の連

絡がなければ、国と市の分をそれぞれ指定の口座

に振り込ませていただきます。

支給のめどは６月上旬となっておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 健康づくり推進部長。

〇健康づくり推進部長（中村智郎） 衛生費に計上

しておりますマスク配布事業についてお答えいた

します。

支給対象者といたしましては、特別定額給付金

の対象者と同じくしております。

当該事業につきましては、市民の皆様一人一人

に１枚の布製マスクを配布するものでございます

が、市から、５月下旬から準備が整い次第郵送さ

せていただきたいと思っております。

先ほど市長の行政報告の中では６月上旬という

ことでございましたけれども、準備が整いそうだ

という見込みが立ちましたので、これを受けて５

月上旬というふうな計画を立ててございます。で

きれば政府のマスクよりも早く配布できるよう努

めてまいりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

以上でございます。

（ ５月上旬って過ぎた」の声あ「

り）

〇健康づくり推進部長（中村智郎） ５月下旬の間

違いです。申し訳ありません。訂正いたします。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 商工費に計上しておりま

す緊急支援給付金につきましてお答えいたしま

す。

まず、支給対象者でございますけれども、感染

症拡大によりまして経済的に大きな損失を受けて

おります飲食業、宿泊業、道路旅客運送業、飲食

小売業、食料品製造業、食料品卸売業、理美容業

の７業種でございます。

次に、手続でございますけれども、申請書を提

出していただくことになるのですが、申請書につ

きましては市のホームページからダウンロードし

、 、ていただきまして それに添付書類を添えまして

郵送で申請していただくということを考えており

ます。

次に、給付ですけれども、受付から最短で１週

間ほどで振込をできるようにしていきたいという

ふうに考えております。

そして、申請書でございますけれども、本日の

補正予算が御議決賜れば、その後すぐに市のホー

ムページからダウンロードができるようにという

、 。ふうにセットしておりますので お知らせします

また、受付期間でございますけれども、６月の
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末、６月30日としておりますので、周知につきま

しては商工団体等と連携を取りながら、給付事業

を進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。

以上です。

〇議長（大瀧次男） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、２番工藤祥子議員。

〇２番（工藤祥子） 私も緊急支援給付金について

の７業種選定の理由とアンケート調査の内容、そ

して商工団体等に入っていない業者の取扱いにつ

いて、ということで質疑いたします。

１つは、７業種に限定した理由についてですけ

れども、八戸は４業種です。それがむつ市は７業

種まで広げたということで、頑張ったなという思

いもあるのですけれども、本当にどこの業者も苦

しいということで、特にイベント中止なんかも関

係して、花屋さんだとか、クリーニング屋さんだ

とか、印刷屋さんだとか 「どうして私たちがは、

じかれたのか」という、そういう声も聞こえてき

ています。ですから、きちんと皆さんに対して、

ここで線引きしたのだよという説明責任という

か、そういう納得のできる説明をしていただきた

いなという思いがまず１つあります。

そして、市民アンケートですが、たしか私たち

に対する報告の中では、市民アンケートと業者ア

ンケートというのをやられているようなのです

が、この参考資料、経済対策の参考資料の中にあ

ります、この中身はどこのアンケートの結果なの

。 。でしょうか そのこともお聞きしたいと思います

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

私としても、全ての事業者に対して一律の支援

を行いたいということは考えてございますが、財

源等の関係、あるいはこういった場合には集中を

して、傾斜をして、非常に存続が困難であるとい

うところから順番に支援をしていくのが経済対策

としては妥当だろうということで、一定の線を引

かせていただいています。

今回７業種とさせていただいたのは、我々が事

業者に対してアンケートをさせていただきまし

た、送付した事業者としては1,501件、回収した

のが651件となっておりますが、この中で業種ご

とに区分をいたしまして、今回の新型コロナウイ

ルス感染症に対して影響が生じているというふう

に答えていただいたその業種の中で、５割を超え

ている業種について今回支援をさせていただくと

いうことで線を引かせていただいております。

ですから、今回のアンケートの結果に基づいて

厳正に選抜をさせていただいておりますので、そ

の点はご理解いただきたいと思います。

また、商工団体等への未加入業者の取扱いにつ

いてでありますが、本給付金については、そうい

った団体への加入、未加入にかかわらず、一律に

給付するものでありますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） ５割以上といいますと、８業

種が入っているのです。そして、その中で農林水

産業も５割を超えているのですけれども、これは

後で杉浦さんも質疑しますので、深くは言いませ

んけれども、これは業者のアンケートの結果とい

うことで受け止めてよろしいのでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（ ） 、〇市長 宮下宗一郎 先ほども申しましたとおり

事業者の方々にアンケートを実施して、1,500通

出しまして、651件回収した結果でございます。

農林水産業については、直接の支援ということ

ではなくて、今回の経済対策の中でふるさと支援

事業という形で、ふるさとの農業製品あるいは水

産品を親から子供たちに仕送る事業としても構築

しておりますし、また今回の飲食店や宿泊業、あ
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るいは食品の卸業など、全て農業製品あるいは水

産製品に関連する産業であります。こうした産業

に対して支援をし、ここが営業が継続できるよう

な形を取ることで、結果的に農林水産業の支援に

つながるというふうな姿を描いておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 私、３つ目の商工団体等に未

加入の業者の取扱いについての答弁が返ってこな

いので、この答弁をお願いしたいのと……

（ しました」の声あり）「

〇２番（工藤祥子） そうすると、加入していなく

てもいいということなのですね。

（ ちゃんと支給します」の声あ「

り）

〇２番（工藤祥子） ごめんなさい。

それでは、国会で今２次補正ということで審議

されていて、国会も国民の声を受けて、本当に前

進していると思います。もっともっと独自支援を

広げていただきたいということで、国会で予算が

地方自治体のほうに増えるということになれば、

独自支援をもっと広めていく、追加するという、

そういう考え方はありますでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 当然のことだと考えてござ

います。

〇議長（大瀧次男） これで工藤祥子議員の質疑を

終わります。

次に、３番杉浦弘樹議員。

〇３番（杉浦弘樹） 議案第31号に関して質疑いた

しますが、先ほど工藤祥子議員のほうで私の質疑

内容のほうをほとんどしておりますので、今回は

辞退させていただきます。

〇議長（大瀧次男） これで杉浦弘樹議員の質疑を

終わります。

次に、４番東健而議員。

〇４番（東 健而） 議案第31号 令和２年度むつ

市一般会計補正予算について質疑させていただき

ます。

この補正予算は、新型コロナウイルス対策の国

からの補助金と交付金、また市の補正予算であり

ますが、簡単に３点の質疑をするつもりでおりま

したけれども、２点目は斉藤孝昭議員への答弁に

集約されています。そしてまた、事業者への給付

金の支給についても、今の工藤祥子議員の質疑の

中に含まれていますので、これは割愛させていた

だきます。

まず、質疑の１点目でありますが、市の給付金

の支給が国の給付と重なる場合の対応についてお

尋ねいたします。経済対策、緊急支援給付金３億

円についてですが、この補正は新型コロナウイル

ス問題の影響を受けている市内の事業者に対し、

事業継続を支援するために支給される給付金との

ことですが、現在国からの１人10万円給付の申請

受付が行われています。これと市の30万円の給付

が重なって支給される場合も考えられます。この

二重給付について、市の対応は容認の方向と捉え

てもいいのかどうかお尋ねいたします。

次に、２点目でありますが、これは先ほど説明

したとおりで、取り下げることにいたしましたの

で、よろしくお願いいたします。

それで、３点目ですが、市長にお伺いいたしま

す。このコロナウイルスの今後の対応についてで

ありますが、新型コロナウイルス感染の長期化が

問題になっています 昨日14日 当県を含めた39県。 、

の緊急事態宣言解除が発令されました。しかし、

同14日、愛媛県では新たに17人の感染者が出て、

対応の緩みが問題になっています。予断を許さな

い状態になっています。経済活動が規制されてい

る現在の市内の状況を考えると給付金の支給は今

後も続く課題と考えますが、今後のこれからの対

応について市長はどのようにお考えでしょうか。
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以上２点、よろしくお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

市の給付金というものは、これはほかの給付金

を受給されていても受け取れるものだというふう

に認識をしていただきたいと思います。そもそも

今、国が緊急事態宣言を出して、県が休業要請等

をしているという状況の中にあっては、本来全て

国がやるべきなのです。あるいは県がやるべきも

。 、 、のなのです ところが そのスピード感ですとか

あるいは現場でのきめ細やかさという形の中で、

私たちがやったほうがいいという部分について

は、これは市独自のものとしてやるべきだという

ことでやらせていただいています。したがって、

国からもらって、県からももらって、では市は要

らないのかというと、そうではないというもので

すので、重ねてそれぞれが給付をしていただくこ

とは大丈夫だと思っています。

それから、もう一つは、農林水産業の支援とい

うこともそうですし、その他の事業者の支援とい

うこともそうなのですが、これも国の支援という

のはあるのです、今現状 「持続化給付金」とい。

って、法人では200万円、個人では100万円の給付

が受けられる、そういう給付金があるのです。こ

れも私たちは今農林水産業者に対しても周知を図

っています、組合等を通じて。ですから、そうい

うものをまず使っていただくことが前提になるの

です。その上で、さらに必要な場合ということを

想定して、私たちはアンケートを取って、その結

果に基づいて給付をさせていただいているという

ことです。それはこれからも全く同じですので、

基本的な認識として皆さんと共有させていただき

たいと思います。６月の議会では、その辺りを詳

しくお話しさせていただきたいと思いますけれど

も。

そういう中で、今後の対応で給付が前提になる

のではないかという話ですが、ですから基本は国

なのです。あるいは国を通じた県ということにな

ると思います。私たちがこの11億円というものを

出し続けるなんていうことはできません。ほぼ１

回限りだと思ったほうがいいです。だけれども、

今回この３か月間、何にも方針のない中で事業者

の方々が苦しんで生活している。それを救わなけ

ればいけないということで、今回11億円の緊急支

出をさせていただきますので、どうかそのことは

ご理解いただきたいと思います。今後は、政府も

述べているとおり、新しい日常というものを私た

ちがつくっていく、新しい地域経済の在り方をこ

れからみんなと一緒につくっていく、そういうふ

うな段階になっていくというふうに認識しており

ますので、みんなで協力して、また平和で、いい

むつ市にしていきたいと、このように考えており

ます。

〇議長（大瀧次男） ４番。

〇４番（東 健而） 市長の考え方はよく分かりま

した。ただ、市長、当市の財政状態というのはあ

まりいいわけではないのです。ですので、これか

らまだまだ無理がかかるような状況が出てくるか

もしれません。この新型コロナウイルス対策がも

っともっと長く続いていくのであれば、もう大変

な状況に追い詰められるような気がしてなりませ

ん。その点、市長はこれから先のことをどのよう

に考えているか、お尋ねします。

（ 補正予算の質疑ですよ」の声「

あり）

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

財政というところでいけば、あまりよくないと

いうレベルではなくて、全くよくないのです、う

ちは。ですから、先ほど申し上げたとおり、この

11億円という支出が今後も続くなんていうことは

考えられないことでありまして、今回は特別の措
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置として皆さんにお願いをし、また事業者の人た

ちに日常を取り戻していただくための予算という

ことになろうかと思います。

財政規律というものを保ちながら、これからも

当然この新型コロナウイルス対策をしていくとい

うことなのですが、ただ大事なことは、繰り返し

になりますけれども、国や県、特に国ですね、の

責任で財政支出をしてもらわなければ困る。それ

、 、 。は なぜかというと 私たちは借金できないです

国は本来、国も財政規律を守らなければいけませ

んけれども、お札を刷れるのです、国は。そこは

違いがある。その違いの中で、マクロ経済をしっ

かり管理しながら、管理はできないと思いますけ

、 、れども マクロ経済をしっかりと注視しながらも

必要な支援をしていく主体はあくまでも国である

と。そのことによって、私たちは地方交付税だと

か、特別交付税だとかをもらいながら対応してい

く中で、財政規律も守りながら、今回の対応をし

ていきたいと、このように考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ４番。

〇４番（東 健而） 分かりました。ありがとうご

ざいました。ただ、この給付金の問題ですが、な

るべく早めに給付していただきますようお願いい

たしまして、終わります。

〇議長（大瀧次男） これで東健而議員の質疑を終

わります。

次に、14番濵田栄子議員。

〇14番（濵田栄子） 質疑に対しましては、４人の

議員が十分質疑していただきましたので、私は質

、 、 、疑はないのですけれども 先ほど市長 今の施策

国の施策、そして県の施策、市の施策と３段階に

分かれておりまして、実は先日市民の皆さんに聞

かれまして、国の施策だと思いまして、掲示して

おりました電話番号に電話をかけました。何回か

けてもつながりません。ですから、やっぱり……

これは市長に言ってもどうしようもない話なので

すけれども、しっかりとしたそれぞれの線引きを

して、市民の皆様が県の施策、国の施策を取り入

、 、れやすいように こぼれなく取っていけるような

寄り添う対策も今回はお願いしたいと思います。

以上です。終わります。

（ ） 。〇議長 大瀧次男 濵田栄子議員に申し上げます

質疑において自己の意見を述べることは、会議

規則第56条第３項で禁止されておりますので、十

分に注意してください。

〇14番（濵田栄子） はい。

〇議長（大瀧次男） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第31号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第31号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第31号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第31号は原案のとおり可決されました。

◎閉会の宣告
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〇議長（大瀧次男） これで、本臨時会に付議され

た事件は全て議了いたしました。

以上で、むつ市議会第158回臨時会を閉会いた

します。

午前１１時２２分 閉会
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